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強
風
・
大
雨
・
降
雪
時
に
は
道
路
へ
の

倒
木
や
枝
の
落
下
が
数
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
特
に
冬
の
時
季
は
、
雪
の
重
み
や
突
風

に
よ
り
倒
木
・
落
ち
枝
・
道
路
へ
の
木
の

張
り
出
し
な
ど
が
頻
発
し
、
こ
れ
ら
は
除

雪
作
業
や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
他
、
人
や

車
へ
の
事
故
の
発
生
原
因
と
な
り
非
常
に

危
険
で
す
。
こ
う
し
た
事
故
が
発
生
し
た

■
消
防
団
員
・
女
性
団
員

◇
入
団
資
格

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
18

　
歳
以
上
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

◇
主
な
活
動
内
容

消
防
団
員

・
火
災
時
の
消
火
活
動
、火
災
予
防
運
動
、

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
予
防
・
警
戒
活

　
動
、
通
常
点
検
や
各
種
訓
練
な
ど

女
性
団
員

・
防
火
パ
レ
ー
ド
で
の
広
報
や
救
急
救
命

　
講
習
の
指
導
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
で
の
来
場
者
へ
の
対
応
な
ど

・
災
害
時
の
住
民
の
救
護
活
動
や
避
難
誘

　
導
・
情
報
収
集
、
現
場
で
の
広
報
お
よ

　
び
警
戒
活
動

◇
待
遇

報
酬

　
年
５
万
３
、０
０
０
円（
新
入
団
員
）と
、

火
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
災
害
の
防

御
、
救
援
な
ど
に
従
事
し
た
場
合
１
回
に

つ
き
３
、０
０
０
円
、
火
災
・
風
水
害
・

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
警
戒
、
訓
練
な

ど
に
従
事
し
た
場
合
１
回
に
つ
き
２
、

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
定
期
間
以
上
勤
務
し
て
退
団

し
た
場
合
、
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

公
務
災
害
補
償
制
度

　
災
害
や
訓
練
中
に
負
傷
し
た
場
合
の
補

償
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
支
援
団
員

◇
入
団
資
格（
消
防
団
入
団
資
格
の
他
、

次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

・
消
防
団
Ｏ
Ｂ
ま
た
は
消
防
職
員
と
し
て

　
の
経
験
を
有
す
る
方
で
あ
り
、
心
身
と

　
も
に
健
康
な
方

・
所
属
す
る
分
団
部
の
管
轄
区
域
内
に
居

　
住
、
も
し
く
は
勤
務
し
、
直
ち
に
出
動

　
で
き
る
方

◇
主
な
活
動
内
容

・
火
災
時
の
消
火
活
動
、
自
然
災
害
を
含

　
む
大
規
模
災
害
発
生
時
の
地
域
住
民
の

　
避
難
誘
導
な
ど

◇
待
遇　

報
酬　

　
年
１
万
円
と
火
災
・
風
水
害
・
そ
の
他

の
災
害
の
防
御
、
救
援
な
ど
に
従
事
し
た

場
合
１
回
に
つ
き
３
、０
０
０
円
、火
災
・

風
水
害
・
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、警
戒
、

訓
練
な
ど
に
従
事
し
た
場
合
１
回
に
つ
き

２
、０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
定
期
間
以
上
勤
務
し
て
退
団

し
た
場
合
、
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

公
務
災
害
補
償
制
度

　
支
援
団
員
に
も
災
害
や
訓
練
中
に
負
傷

し
た
場
合
の
補
償
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

冬
季
の
樹
木
の
管
理
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
合
先

◎
国
道
・
県
道
部
分
に
つ
い
て

日
光
土
木
事
務
所　
保
全
部

　
今
市
警
察
署
管
内
☎(

53)

１
２
２
１

　
日
光
警
察
署
管
内
☎(

53)

１
２
１
３

◎
市
道
部
分
に
つ
い
て

　

 

維
持
管
理
課  　
☎(

21)

５
１
６
０

場
合
、
樹
木
の
所
有
者
が

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
安
全
な
道
路
交
通
を
確

保
し
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
樹
木
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
日
頃
か
ら
ご

自
身
の
責
任
に
お
い
て

剪せ
ん
て
い定

や
伐
採
な
ど
の
適
切

な
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
災
害
時
の
倒
木
処
理

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
私
有
地
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
は
土
地
所
有

者
の
方
に
所
有
権
が
あ
る

た
め
、
市
や
県
で
剪
定
・

伐
採
が
で
き
ま
せ
ん

倒木により道がふさがれてしまいます

市ドラピッ へ 事派遣団問訪民市の 業
消防団員・支援団員を募集しています

　消防団員は特別職の非常勤公務員で、さまざまな仕事をしてい
る人たちで構成されています。市内では、今市・日光・藤原・足
尾・栗山の５つの消防団が、各地域を災害から守るために活動し
ています。
　しかし、消防団員は全国的に不足しているのが現状です。また、
地域によっては団員の高齢化が進み、団員の確保が急務となって
います。大切な人や自分の住んでいる地域を災害から守るため、
皆さんの力が必要です。

■
問
合
先

◎
今
市
消
防
団
に
つ
い
て　

　
今
市
消
防
署　
庶
務
係　

　
☎（
21
）０
１
８
６

◎
日
光
消
防
団
・
足
尾
消
防
団
に
つ
い
て

　
日
光
消
防
署　
庶
務
係　

　
☎（
54
）０
０
５
０

◎
藤
原
消
防
団
・
栗
山
消
防
団
に
つ
い
て

　
藤
原
消
防
署　
庶
務
係　

　
☎（
25
）６
０
０
２

　

海
外
姉
妹
都
市
で
あ
る
ラ
ピ
ッ
ド
市

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
）と

の
交
流
に
つ
い
て
、
市
は
市
国
際
交
流
協

会
と
共
同
で
、
中
高
生
相
互
派
遣
事
業
を

毎
年
、
ま
た
市
民
訪
問
団
相
互
派
遣
事
業

を
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
日
光
市
民
訪
問
団
が
10
月

1
日
〜
7
日
の
5
泊
7
日
で
、
ラ
ピ
ッ
ド

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
中
は
ラ
ピ
ッ
ド

市
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ア
レ
ン
ダ
ー
市
長
へ

の
表
敬
訪
問
を
は
じ
め
、
マ
ウ
ン
ト
ラ

シ
ュ
モ
ア
や
カ
ス
タ
ー
州
立
公
園
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。　

　
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
ラ
ピ
ッ

ド
市
の
姉
妹
都
市
協
会
や
市
議
会
の
方
、

商
工
会
議
所
の
会
頭
、
今
年
度
日
光
市
を

訪
れ
た
ラ
ピ
ッ
ド
市
の
中
学
生
・
高
校
生

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
交
流
し
、

有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
と
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
今
後
も

市
の
国
際
交
流
が
広
が
る
よ
う
な
交
流
事

業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は

観
光
交
流
課　
観
光
交
流
推
進
係

☎（
21
）５
１
９
６




